
子どもの良さ（強み）に磨きをかける
自立へのバトンをつなぐ

～関わり続ける（学びを止めない）、子どもにとって魅力ある教育活動の展開～
（令和７年度学校経営方針最重点）

苫小牧市立光洋中学校

「令和７年度不登校対策総合実践事業」成果資料



１ 推進地域の児童生徒の現状

【長期欠席生徒数の推移】 【長期欠席生徒数の推移】

２ 目標、目指す子ども像

子どもたちの社会的自立に向けた支援の在り方について
～学びを止めない・孤立させない～

「自己肯定感をもった子ども」「社会と向き合える子ども」「学び続ける子ども」
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３ 今年度の取組

【外部講師を招いた研修会の様子】

(1) 事業推進体制の構築
「困っています」に多様な視点で対応できる体制づくり

・重点課題である「不登校問題」について地域・関係機関と情報を共有し、様々
な立場からアドバイスをいただき、「できそうなこと」についてとにかく働き
かけ続けること

４ 取組のポイント

・不登校対策コーディネーターを校務分掌に位置
付け、当該生徒とのカウンセリングや学級担任
との連絡・調整

・「不登校」に関わる生徒理解研修会（校内研修）
を年４回実施及び、外部講師を招き地域を巻き
込んだ研修会の開催

・「光洋中学校区学校教育力向上エリア会議」
「光洋中学校区学校運営協議会」を年３回開催
し、目指す子ども像、エリアの不登校問題への
取組・進捗状況等について情報共有の場の設定



３ 今年度の取組

【不登校生徒へのアプローチシート】

(2) みんなが安心して学ぶことができる学校づくり
安心・個のニーズに応じた学校づくり

・子どもが安心できる環境づくりと支援できる関係づくり
・不登校生徒やその家庭に安心できる環境を提供するためのアプローチシートの
作成

４ 取組のポイント

・学校風土アンケートを活用した検証改善の確立
・校内支援教育センター（ちょこっとルーム）を
常設し、いつでも利用できる学びの場の確保

・ＩＣＴを活用した学び方の提案（授業配信・学
習教材の提供等）

・放課後学習会の実施
・自殺予防教育プログラムの取組実施



３ 今年度の取組

【１人１台端末を利用した毎朝の健康診断の様子】

(3) 心のＳＯＳの早期発見・早期支援の充実
「困っています」が言える関係づくり

・「児童生徒理解・支援シート」を活用した、迅速な情報共有と早期の支援体制
の確立

４ 取組のポイント

・日常の学級担任との教育相談の充実に加え、子
どもが希望する教職員と相談できる定期教育相
談やＳＣや養護教諭との教育相談体制の整備

・子ども理解支援ツール「ほっと」（年２回）や
心と身体のチェックなど、子どもの心の変化を
見取るアンケートの複数回実施

・端末を利用した毎朝の健康診断



３ 今年度の取組

【マネジメントサイクルのイメージ図】

(4) アセスメントに基づく実効的なチーム支援体制の構築
多様な学びの場の提供と居場所づくり及びその支援

・市関係部局、児童相談所、フリースクール、放課後等デイサービス等の関係機
関と連携した、困っている子どもを中心においた取組の推進

４ 取組のポイント

・市ＳＳＷが２週間に１回開催する「不登校対策
委員会」に参加し、関係機関との連携及び協働
への支援、学校の取組に対するアドバイスをす
る

・「不登校対策委員会」で、困っている子どもの
情報交流や不登校生徒の対応及び進捗状況の確
認を行い、チーム学校としての手立ての決定・
実施・評価のマネジメントサイクルの継続



３ 今年度の取組

【エリアで連携した取組の図】

(5) 事業成果の検証・改善及び普及啓発
共に子どもたちを支える体制づくり

・学校風土アンケートの結果を検証し、推進地域全体で安心・安全な学校風土の
醸成を目指した取組を推進

・重点項目を意識した日常の教育活動の展開

４ 取組のポイント

・「光洋中学校区学校教育力向上エリア会議」、
「光洋中学校区学校運営協議会」を年３会開催
し、客観的データを提供する中で、それぞれの
立場からの意見を集約する検証改善サイクルの
確立

・学校風土アンケートの結果に基づき、各校で改
善に向けた取組を検証し、エリアで重点項目を
設定



５ 成果と課題

【長期欠席生徒数の経年比較】

○「不登校生徒」への支援に関する職員室
の雰囲気や教職員の意識に変容が見られ
る。

○学校としての不登校生徒との関わり（つ
ながり）は、１００％維持できた。

○ＳＳＷを中心とした、関係機関との連
携・協働により状況が改善した支援例も
ある。

●子どもに変化がなければ、次の手立てや
違った手立てが必要であるが、そのタイ
ミングが遅れるケースがある。「様子を
みる」と判断した後、連絡がとれなくな
るケースがあった。
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５ 成果と課題

【推進地域における学校風土アンケートの結果】

○重点項目を決め、エリア全体に周知し取
り組んだことにより、エリア内の授業づ
くりの視点が明確になるなど、有意義な
交流ができた。

○教職員の意識が少しずつ変化し、生徒指
導と関連する授業改善を意識した場面設
定を日常の教育活動の中に取り入れるこ
とができた。

●目標とする数値を５月の結果からエリア
内で＋２％となるよう設定したが、前後
にある学校行事等が影響し、10月時点で
は達成することができなかった。



６ 次年度以降の取組に向けて

①不登校対策コーディネーター（不登校対策委員会）を中心
とした取組のさらなる充実

②校内教育支援センター（ちょこっとルーム）の充実と
多様な居場所づくり

③生徒が安心して学ぶことができるよう各教科・特別活動の
授業改善

④エリア会議で児童生徒の情報を共有し、指導の方向性を統
一することによる小中連携の強化

⑤放課後の時間を活用し、学習だけではなく、教育相談を通
した人間関係の構築

⑥保護者・関係機関に加え、地域との連携・協働体制の確立


